
■各部実機写真

型式：HEC-1000オートマチック エレメントクリーナーオートマチック エレメントクリーナー
乾式エレメント清掃機

オートマチック エレメントクリーナーオートマチック エレメントクリーナーオートマチック エレメントクリーナー

2023.05-500-FG

下部吸着フィルター装着部上部清掃フィルター装着部

型式：HEC-1000

清掃回数限度数カウンター⑩が75回（基本）になると、粉塵吸着エレメント交換ランプ⑫が点灯し
自動的に装置が停止します。粉塵吸着エレメントを交換してください。
（交換する粉塵吸着エレメントは使用済みの物を再利用してください）交換終了で初期状態に戻ります。

内側吹付時間2タイマー

内側吹付時間1タイマー

外側吹付時間1タイマー

外側吹付時間2タイマー

⑨清掃起動回数カウンター

運転中点滅ランプ

粉塵吸着エレメント交換ランプ

非常停止ボタン（ロック式）

⑤ローラー回転　切～入 セレクトスイッチ

⑧起動ボタン

⑥停止ボタン
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⑦ノズル噴射時間設定タイマー

エレメント交換自動停止機能

●粉塵吸着は、使用済みエレメントを使用するのでコスト０円！
●ワンタッチで自動洗浄
●75回（基本）洗浄で自動的にストップ
　フィルター交換目安を通知することにより、洗浄効果向上OK
●異形エレメントも手動なら洗浄OK

機能も充実機能も充実

粉塵を

吸い込む
ことのな

い

安心安全
設計！

粉塵を

吸い込む
ことのな

い

安心安全
設計！

吸着エレメントに
粉塵が全て吸着されるので
作業員が粉塵を吸い込む心配は
ありません！！

吸着エレメントに
粉塵が全て吸着されるので
作業員が粉塵を吸い込む心配は
ありません！！
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⑩清掃回数限度数カウンター



型式：HEC-1000オートマチック エレメントクリーナーオートマチック エレメントクリーナー

エアー取入口カプラ
電源コード（AC100V）
使用済エレメント
粉塵吸着エレメント押さえ金具
ローラ回転セレクトスイッチ
停止ボタン
ノズル噴射時間設定タイマー
起動ボタン
清掃自動回数カウンター
清掃回数限度数カウンター
運転中点滅ランプ
粉塵吸着エレメント交換ランプ
非常停止ボタン（ロック式）
清掃するエレメント
噴射ノズル　内側
噴射ノズル　外側
吸着エレメントBOX
手噴き用エアーガン
ブロアファン
自在キャスター（ブレーキ付）
ダクトホース
エア抜き煙突
回転軸
ローラー回転用シリンダ

エアーホースを接続します。

AC100Vの電源に接続します。

本体下部に粉塵を吸着するために使用済みのエレメントを再利用します。

③のエレメントを固定させます。

清掃するエレメントを回転させます。

ボタンを押すと清掃が停止します。

清掃時のノズルから噴射するエアーの時間を調整することができます（出荷時設定は4個全て1分＜基本＞）

扉を閉めてボタンを押すと自動的に清掃が始まります。

清掃回数を粉塵吸着エレメントの交換目安にできます。

清掃回数の限度数を設定することができます。（基本７５回）

清掃している時に点灯します。

清掃カウンターが75回（基本）になると、ランプが点灯し自動的に装置が停止します。

異常な時にボタンを押してください。

清掃するエレメントを設置します。

清掃するエレメントに内側からエアーを噴射します。

清掃するエレメントに外側からエアーを噴射します。

粉塵吸着エレメントが入っているBOXです。

異形エレメントの清掃や床や壁に付着した粉塵を清掃する際に使用してください。

吸着するためのファンです。

移動する際に使います。

吸着されたエアーを排出します。

エアーを抜く煙突です。

噴射ノズル内側の回転軸です。

洗浄するエレメントを乗せるシリンダです。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
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※本清掃機は防爆仕様ではありませんので、油脂倉庫内での使用は厳禁です。

■操作方法

❶図面　の清掃するエレメントを図面　のローラ回転用シリンダの上にのせてください。
❷図面③の使用済エレメントを、図面　の吸着エレメントＢＯＸに入れて下さい。粉塵吸着用です。
　図面④の金具で固定してください。
❸図面①のエアー取入口カプラをエアーホースに、図面②の電源コードを電源にそれぞれ接続
　してください。
❹図面⑤のローラー回転セレクトスイッチを「入」にしてください。
❺図面　の清掃回数限度数カウンターを75回（基本）に設定してください。
❻図面⑨の清掃自動回数カウンターが「０」であることを確認してください。「０」でない場合は、
　手動で「０」にしてください。
❼図面⑦のノズル噴射時間設定タイマー4か所を1分（基本）に設定してください（手動）。
❽図面　の粉塵吸着エレメント交換ランプ　図面　非常停止ボタンはそのままでOKです。
　準備完了です。

❶図面⑬の清掃するエレメントを図面㉒のローラ回転用シリンダの上にセットしてください。
❷図面③の使用済エレメントを、図面⑯の吸着エレメントＢＯＸに入れて下さい。粉塵吸着用です。
　入れたら図面④の金具で固定してください。
❸カプラをエアーホースに接続してください。
❹図面⑤のローラー回転セレクトスイッチを「入」にしてください。
❺図面⑨の清掃起動カウンターを「0」にしてください（手動）。
❻図面⑦のノズル噴射時間設定タイマー4か所を1分に設定してください（手動）。
❼図面⑪の粉塵吸着エレメント交換ランプ　図面⑫非常停止ボタンはそのままでOKです。
　準備完了です。

❶図面⑤ローラー回転セレクトスイッチが「入」になっているか確認してください。
　「切」になっていた場合は、「入」にしてください。
❷図面　の清掃するエレメントをセットしてください。 図面⑧の起動ボタンを押してください。
　設定時間が経過したら自動式に装置が停止します。清掃済みのエレメントを出して終了です。
　運転中は図面　運転中点滅ランプが点灯します。

装置にエレメント交換自動停止機能がありますので75回（基本設定回数）清掃すると自動的に装置が停止し
ます。その時は粉塵吸着エレメントを交換してください。
交換するエレメントは使用済みのものを再利用してください。セット終了すると図面⑨の清掃自動回数カウ
ンターが「0」に戻り初期状態になります。自動的に停止するとき図面　の粉塵吸着エレメント交換ランプ
が点灯します。交換すると滅灯します。

通常操作

起動時

※注意事項

※③の使用済エレメントは付属しておりません。
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■各部の名称と構造

異形エレメントの洗浄
❶洗浄は手動運転になります。
❷図面　のローラー回転セレクトスイッチを「切」にします。
❸装置の蓋を開けます。
❹洗浄スペースを確保するため、図面　の回転軸の中央を持ち、
　上に持ち上げて図面　の噴射ノズル内側を手前に引いてください。
❺図面　の手噴用エアーガンで洗浄します。（写真参照）
❻洗浄終了後、異形エレメントを取り出し、図面　の噴射ノズル内側を
　元に戻し、蓋を閉めて図面　のローラー回転セレクトスイッチを
　「入」にします。終了です。
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清掃自動回数カウンター⑨

清掃回数限度数カウンター
（75回に設定する〈基本〉）
⑩
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